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実
質
公
債
費
比
率
は
、
借
入
金
（
地

方
債
）
の
返
済
額
（
公
債
費
）
の
大
き

さ
を
、
財
政
規
模
に
対
す
る
割
合
で
表

し
た
も
の
で
す
。
比
率
は
過
去
３
年
間

の
平
均
値
で
算
出
さ
れ
ま
す
。

　

実
質
公
債
費
比
率
が
25
％
未
満
は

「
健
全
団
体
」
に
位
置
付
け
ら
れ
ま
す

が
、
18
％
以
上
25
％
未
満
の
団
体
は
、

公
債
費
負
担
適
正
化
計
画
の
策
定
を
前

提
に
地
方
債
の
発
行
に
県
知
事
の
許
可

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

早
期
健
全
化
基
準
は
25
％
で
、
こ
の

基
準
以
上
に
な
る
と
、
財
政
健
全
化
計

画
を
策
定
し
て
自
主
的
な
改
善
に
取
り

組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
一
部
の
地
方

債
の
発
行
が
制
限
さ
れ
ま
す
。
い
わ
ゆ

る
イ
エ
ロ
ー
カ
ー
ド
で
す
。

　

財
政
再
生
基
準
は
35
％
で
、
こ
の
基

準
以
上
に
な
る
と
、
財
政
破
綻
し
て
い

る
と
み
な
さ
れ
、
財
政
再
生
計
画
の
策

定
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
す
。
国
等
の
関

与
の
も
と
、
地
方
債
の
制
限
は
さ
ら
に

度
合
い
が
高
ま
り
ま
す
。
い
わ
ゆ
る

レ
ッ
ド
カ
ー
ド
で
す
。
（
北
海
道
夕
張

市
が
該
当
）

　

当
町
の
実
質
公
債
費
比
率
の
推
移
は

下
の
グ
ラ
フ
の
と
お
り
で
す
。
令
和
元

年
度
ま
で
が
実
績
値
、
令
和
２
年
度
以

降
は
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
（
予
測
値
）

と
な
り
ま
す
。

　

地
方
公
共
団
体
の
財
政
破
綻
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
、
平
成
19
年
６
月
に
「
地

方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に
関
す
る
法
律
」
が
制
定
さ
れ
、
平
成
19
年
度

決
算
か
ら
健
全
化
判
断
比
率
を
公
表
し
て
い
ま
す
。

　

健
全
化
判
断
比
率
に
は
、
①
実
質
赤
字
比
率
②
連
結
実
質
赤
字
比
率
③
実
質

公
債
費
比
率
④
将
来
負
担
比
率
の
４
つ
の
指
標
が
あ
り
ま
す
が
、
今
月
号
で
は

実
質
公
債
費
比
率
に
着
目
し
て
当
町
の
財
政
を
考
え
て
み
ま
す
。

　

財
政
状
況
の
改
善
に
向
け
、
町
で
は
行
財
政
改
革
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
が
、
そ
の
一
環
と
し
て
皆
さ
ま
に
財
政
用
語
と

町
の
財
政
状
況
を
正
し
く
理
解
し
て
も
ら
う
た
め
、
シ
リ
ー
ズ

で
お
伝
え
し
ま
す
。

実
質
公
債
費
比
率
と
は

25
％
以
上
に
な
る
と
要
注
意
！

当
町
の
状
況

　

平
成
19
年
度
の
18
・
６
％
を
ピ
ー
ク

に
下
降
線
を
た
ど
り
、
平
成
27
年
度
に

は
５
・
２
％
ま
で
下
が
り
ま
し
た
が
、

大
型
事
業
等
の
実
施
に
よ
る
地
方
債
の

借
入
増
加
に
よ
り
そ
の
後
は
上
昇
に
転

じ
、
令
和
元
年
度
は
11
・
８
％
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
今
後
想

定
さ
れ
る
２
つ
の
大
型
事
業
（
①
会
染

西
部
ほ
場
整
備
創
設
非
農
用
地
の
活
用

②
会
染
保
育
園
施
設
整
備
）
を
仮
に
令

和
６
～
７
年
度
に
そ
れ
ぞ
れ
５
億
円
ず

つ
実
施
し
た
場
合
（
グ
ラ
フ
破
線
）
と

実
施
し
な
い
場
合
（
グ
ラ
フ
実
線
）
の

２
パ
タ
ー
ン
で
予
測
し
ま
し
た
。
い
ず

れ
の
場
合
も
ピ
ー
ク
は
令
和
７
年
度
の

16
・
４
％
で
、
健
全
財
政
が
維
持
さ
れ

る
見
通
し
で
す
。
た
だ
し
、
今
後
の
地

方
債
の
借
入
額
が
見
込
み
よ
り
増
え
る

と
実
質
公
債
費
比
率
も
上
昇
し
て
し
ま

い
ま
す
の
で
、
事
業
導
入
の
際
は
慎
重

に
判
断
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

今
後
大
型
事
業
を
実
施
し
た
場
合

【
問
い
合
せ
先
】企
画
政
策
課  

財
政
係

℡（
６
２
）３
１
２
９

池田町の実質公債費比率の推移と予測

『
実
質
公
債
費
比
率
』

シリーズ

用
語
か
ら
読
み
解
く
町
の
財
政
状
況
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（R2以降は予測値）
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５
月
10
日
現
在
、
国
は
次
の
よ
う
に
優
先
順
位
を
定

め
て
い
ま
す
。
（
※
対
象
者
は
16
歳
以
上
）

①
医
療
従
事
者
な
ど

②
高
齢
者
（
令
和
３
年
度
中
に
65
歳
に
達
す
る
、
昭
和

32
年
４
月
１
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方
）

③
基
礎
疾
患
を
有
す
る
方
（
高
齢
者
以
外
）

④
60
～
64
歳
の
方

⑤
右
記
以
外
の
方
（
ワ
ク
チ
ン
供
給
量
・
時
期
に
よ
っ

て
年
齢
を
分
け
る
場
合
が
あ
り
ま
す
）

　

①
お
よ
び
②
に
つ
い
て
、
現
在
実
施
中
で
す
。
高
齢

者
接
種
お
よ
び
ワ
ク
チ
ン
供
給
状
況
に
応
じ
て
順
次
お

知
ら
せ
し
ま
す
。通
知
が
届
く
ま
で
お
待
ち
く
だ
さ
い
。

　

病
気
な
ど
で
医
療
機
関
に
か
か
っ
て
い
る
方
は
、
定

期
受
診
の
際
に
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
可
否
、
接
種
場
所
に

つ
い
て
相
談
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

次
に
あ
げ
る
病
気
や
状
態
の
方
で
、
通
院
・
入
院
し

て
い
る
方
が
対
象
と
な
り
ま
す
。
（
本
人
自
己
申
告
）

○
慢
性
の
呼
吸
器
の
病
気

○
慢
性
の
心
臓
病
・
腎
臓
病
・
肝
臓
病
（
肝
硬
変
等
）

○
糖
尿
病
（
イ
ン
ス
リ
ン
や
飲
み
薬
で
治
療
中
）

○
血
液
の
病
気

○
免
疫
機
能
を
低
下
さ
せ
る
病
気
（
が
ん
な
ど
も
含

む
）
お
よ
び
治
療
者
（
ス
テ
ロ
イ
ド
な
ど
）

○
神
経
や
筋
肉
の
病
気
が
原
因
で
身
体
の
機
能
が
衰
え

た
状
態
（
呼
吸
障
が
い
な
ど
）

○
染
色
体
異
常

○
睡
眠
時
無
呼
吸
症
候
群

○
重
症
心
身
障
が
い
（
重
度
の
肢
体
不
自
由
と
知
的
障

が
い
と
が
重
複
し
た
状
態
）

○
重
い
精
神
疾
患
（
精
神
疾
患
の
治
療
の
た
め
、
入
院

し
て
い
る
、
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
や
療
育

手
帳
を
所
持
し
て
い
る
、
自
立
支
援
医
療
で
「
重

度
か
つ
継
続
」
に
該
当
す
る
場
合
）

○
Ｂ
Ｍ
Ｉ
30
以
上
を
満
た
す
も
の

　
（
Ｂ
Ｍ
Ｉ 

＝
体
重（
㌔
）÷
身
長（
㍍
）÷
身
長（
㍍
））

　

原
則
、
住
民
票
の
あ
る
場
所
で
の
接
種
と
な
り
ま

す
。
た
だ
し
や
む
を
得
な
い
事
情
に
よ
る
場
合
は
、
町

外
で
も
接
種
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

町
外
で
の
接
種
を
希
望
す
る
場
合
は
、
接
種
す
る
医

療
機
関
の
あ
る
市
区
町
村
の
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

ワ
ク
チ
ン
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
発
症

を
予
防
し
ま
す
。
現
時
点
で
感
染
予
防
効
果
は
ま
だ
明

ら
か
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
。
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
か
か
わ

ら
ず
適
切
な
感
染
予
防
対
策
を
引
き
続
き
行
い
ま
し
ょ

う
。

新型コロナワクチン接種 Q&A

Ｑ
１　

65
歳
未
満
の
予
防
接
種
は
い
つ
？

Ｑ
２　

優
先
順
位
③
基
礎
疾
患
と
は
？

Ｑ
３　

町
外
で
予
防
接
種
は
で
き
る
の
？

Ｑ
４　

予
防
接
種
す
れ
ば
感
染
し
な
い
？

【
問
い
合
せ
先
】

　

池
田
町
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
相
談
窓
口

℡（
６
１
）５
０
５
１

地域包括支援センター　～高齢者のいちばん身近な相談窓口～
　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
65
歳
以
上
の
方
の
総
合

相
談
窓
口
で
す
。

　

情
報
提
供
や
、
問
題
の
解
決
方
法
を
一
緒
に
考
え
ま

す
。
当
セ
ン
タ
ー
だ
け
で
解
決
で
き
な
い
課
題
に
は
、

他
の
専
門
機
関
と
協
力
で
き
る
体
制
を
整
え
ま
す
。

「
ち
ょ
っ
と
聞
い
て
み
よ
う
か
な
」
と
、
お
気
軽
に
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

◇
介
護
予
防
や
生
活
支
援
に
つ
い
て
の
ご
相
談

・
運
動
不
足
な
の
で
自
分
に
あ
っ
た
体
操
を
知
り
た
い
。

・
足
腰
が
痛
く
、
日
常
生
活
を
送
る
上
で
困
っ
て
い
る
。

・
日
頃
の
お
買
い
も
の
や
お
金
の
管
理
が
大
変
に
な
っ
て

き
た
。

◇
苦
情
相
談
や
虐
待
通
報
な
ど
の
相
談
窓
口

・
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
中
で
、
ち
ょ
っ
と
気
に
な

る
こ
と
や
、
嫌
な
思
い
を
し
た
。

・
近
所
の
お
宅
か
ら
怒
鳴
り
声
が
頻
繁
に
聞
こ
え
て
心

配
。

◇
専
門
的
な
相
談
窓
口
を
一
緒
に
探
し
た
り
、
他
の
機
関

と
の
〝
つ
な
ぎ
〟
を
お
手
伝
い

・
ご
家
族
の
こ
と
、法
律
の
こ
と
、病
気
の
こ
と
な
ど
、ど

こ
に
ど
う
や
っ
て
相
談
し
た
ら
い
い
の
か
わ
か
ら
な
い
。

◇
制
度
や
仲
間
づ
く
り
の
情
報
提
供

・
支
え
合
い
や
助
け
合
い
に
興
味
が
あ
る
。
何
か
し
た
い

と
思
っ
て
る
け
ど
、
何
か
ら
始
め
た
ら
い
い
か
わ
か

ら
な
い
。

・
自
分
の
特
技
を
活
か
せ
る
場
や
機
会
を
探
し
て
い
る
。

こ
ん
な
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す

【
問
い
合
せ
先
】

健
康
福
祉
課  

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー	

℡（
６
１
）５
０
０
０
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ふ
る
さ
と
応
援
寄
付
金
（
ふ
る
さ
と
納
税
）

全
国
の
皆
さ
ま
か
ら
の
温
か
い
ご
支
援
を
い
た
だ
き
ま
し
た

　

ふ
る
さ
と
応
援
寄
付
金
（
ふ
る
さ
と
納
税
）
と
は
、
自
分
の
選
ん
だ

自
治
体
に
寄
付
を
行
っ
た
場
合
に
、
寄
付
額
の
う
ち
2
0
0
0
円
を
超

え
る
部
分
に
つ
い
て
、
所
得
税
と
住
民
税
か
ら
そ
の
全
額
が
控
除
さ
れ

る
制
度
で
す
。

※
控
除
額
に
は
一
定
の
上
限
が
あ
り
ま
す
。

◦
澄
ん
だ
空
気
が
す
が
す
が
し
い
町
の
イ
メ
ー
ジ
が
あ

り
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
が
終
息
し
た
ら
、
ゆ
っ
く
り

散
策
し
た
い
で
す
。	

（
沖
縄
県
30
代
男
性
）

◦
な
か
な
か
お
邪
魔
す
る
事
が
出
来
な
い
池
田
町
で
す

が
、
微
力
な
が
ら
応
援
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
更
な
る

発
展
を
祈
念
い
た
し
ま
す
。	

（
東
京
都
50
代
男
性
）

◦
以
前
は
ド
ラ
イ
ブ
や
自
転
車
で
池
田
町
を
走
り
ま
し

た
。
今
は
コ
ロ
ナ
の
た
め
な
か
な
か
池
田
町
を
訪
れ

る
こ
と
が
出
来
ず
に
い
る
状
態
。
あ
の
素
晴
ら
し
い

景
色
を
ま
た
楽
し
み
た
い
と
心
待
ち
に
し
、
寄
付
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。	

（
茨
城
県
40
代
女
性
）

◦
昨
年
い
た
だ
い
た
ハ
ン
ド
ク
リ
ー
ム
が
と
て
も
よ

か
っ
た
で
す
。
乾
燥
を
防
ぐ
だ
け
で
な
く
、
こ
こ
ろ

な
し
か
温
か
く
な
っ
た
気
が
し
ま
し
た
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
年
も
感
謝
を
込
め
て
、
微
力

な
が
ら
応
援
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

（
埼
玉
県
30
代
男
性
）

◦
長
野
県
の
蕎
麦
処
で
い
た
だ
い
た
そ
ば
茶
の
美
味
し

さ
に
感
動
し
て
大
好
き
に
な
り
ま
し
た
。
そ
ん
な
そ

ば
茶
の
ア
イ
ス
が
あ
る
な
ん
て
是
非
食
べ
て
み
た

い
!
と
思
い
、
今
回
寄
付
を
致
し
ま
し
た
。
長
野
県

は
毎
年
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
で
お
世
話
に
な
る
大
好
き
な

県
で
す
。
是
非
素
敵
な
自
然
を
守
り
続
け
て
く
だ
さ

い
!	

（
千
葉
県
30
代
女
性
）

◦
生
産
者
様
の
写
真
が
印
象
良
か
っ
た
で
す
。
新
米
が

楽
し
み
で
す
。
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
ね
。

（
大
阪
府
50
代
男
性
）

◦
初
め
て
ふ
る
さ
と
納
税
を
す
る
と
い
う
こ
と
で
、
少

額
か
ら
始
め
ま
し
た
。
返
礼
品
の
冷
凍
い
ち
ご
が
目

当
て
で
支
援
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
も
の
の
、
ふ
る
さ

と
納
税
で
池
田
町
と
い
う
素
敵
な
街
を
知
る
こ
と
が

で
き
た
こ
と
も
、
一
つ
の
返
礼
品
で
す
。
今
は
新
型

コ
ロ
ナ
の
影
響
も
あ
り
、
観
光
な
ど
で
の
支
援
は
難

し
い
で
す
が
、
機
会
が
あ
れ
ば
ぜ
ひ
訪
れ
て
み
た
い

自
然
豊
か
な
街
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
、

豊
か
な
自
然
そ
の
ま
ま
の
ま
ち
づ
く
り
頑
張
っ
て
く

だ
さ
い
。	

（
福
岡
県
20
代
女
性
）

◦
昨
年
も
申
し
込
み
ま
し
た
。
気
候
変
動
の
為
、
生
産

者
の
方
々
は
大
変
ご
苦
労
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す

ね
。
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。
お
い
し
い
お
米
の
到
着

を
心
待
ち
に
し
て
お
り
ま
す
。（

東
京
都
70
代
男
性
）

◦
こ
の
度
縁
が
あ
り
寄
付
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た

が
、
地
方
は
財
政
も
厳
し
く
、
農
家
も
大
変
だ
と
聞

き
ま
す
。
食
べ
て
応
援
す
る
こ
と
ぐ
ら
い
し
か
で
き

ま
せ
ん
が
、
こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

（
山
口
県
40
代
男
性
）

◇
ふ
る
さ
と
応
援
寄
付
金
（
ふ
る
さ
と
納
税
）
と
は

◇
寄
付
を
い
た
だ
い
た
方
々
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
（
一
部
を
紹
介
）

◇令和２年度にいただいた寄付の状況

寄付金の使い方 件数 金額（円）
【参考】
令和元年度
金額（円）

あづみ野の自然と景観をまも
る事業 739 12,393,000 9,958,000

ふれあいを大切にする観光振
興に関する事業 49 735,000 663,000

安心、安全なまちづくりに関
する事業 100 1,438,000 1,495,000

子どもたちのための遊具設備 79 1,275,000 390,000

子育て、教育の支援に関する
事業 496 7,231,000 6,168,000

町内産業の支援に関する事業 88 1,214,000 784,000

その他、町長が指定する事業 3,337 48,171,955 43,082,283

合　　計 4,888 72,457,955 62,540,283
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皆
さ
ま
の
お
知
り
合
い
で
池
田
町
外
に
お
住
ま
い
の
方
々
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
ら
、

池
田
町
へ
の
ふ
る
さ
と
納
税
を
呼
び
か
け
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。
お
申
し
込
み
は
、
便
利
な
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
イ
ト
を
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
町
で
は
ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品
と
な
る
地
場
産
品
を
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。

自
薦
他
薦
は
問
い
ま
せ
ん
の
で
、
返
礼
品
に
し
た
い
商
品
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
担
当
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
せ
先
】
企
画
政
策
課　

町
づ
く
り
推
進
係　

℡（
６
２
）3
1
2
9

◇
い
た
だ
い
た
寄
付
の
主
な
活
用
状
況

（
令
和
２
年
度
）

町
で
は
、
全
国
の
皆
様
か
ら
い
た
だ
い
た
寄
付
金
を
「
池
田
町
て
る
て
る
坊
主
の
ふ
る
さ
と
応
援
基
金
」
に
積
み
立
て
、
魅
力

的
な
美
し
い
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
活
用
し
て
い
ま
す
。

今
後
も
よ
り
多
く
の
寄
付
を
い
た
だ
け
る
よ
う
、
町
の
魅
力
を
全
国
に
向
け
て
発
信
し
て
い
き
ま
す
。

◇
住
民
の
皆
さ
ま
へ

広報いけだ 5

【
あ
づ
み
野
の
自
然
と

景
観
を
ま
も
る
事
業
】

【
ふ
れ
あ
い
を
大
切
に
す
る

観
光
振
興
に
関
す
る
事
業
】

【
安
心
、
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
に

関
す
る
事
業
】

【
町
内
産
業
の
支
援
に

関
す
る
事
業
】

花
と
ハ
ー
ブ
の
里
づ
く
り
事
業

（
7
6
2
万
円
）

大
峰
高
原
白
樺
の
森
管
理
事
業

（
7
0
0
万
円
）

防
災
対
策
事
業

（
1
2
3
万
円
）

も
の
づ
く
り
産
業
ク
ラ
ス
タ
ー

形
成
事
業
（
62
万
円
）

ハ
ー
ブ
ガ
ー
デ
ン
の
管
理
委
託
料
や
水

田
使
用
料
、
苗
代
な
ど
花
と
ハ
ー
ブ
の
町
づ

く
り
推
進
の
た
め
の
費
用
と
し
て
使
用
し

ま
し
た
。

大
峰
高
原
の
借
地
料
な
ど
維
持
管
理
費

に
使
用
し
ま
し
た
。

気
象
観
測
シ
ス
テ
ム
使
用
料
な
ど
に

使
用
し
ま
し
た
。

産
学
官
一
丸
と
な
っ
た
産
業
の
付
加
価
値

創
出
活
動
に
使
用
し
ま
し
た
。



自治会長の皆さんと自治会パートナーの紹介
　令和３年度の自治会長をご紹介します。自治会長の皆さんには地域と町とのパイプ役として活動いた
だきます。また、自治会活動を支援するため、町職員を「自治会パートナー」に任命しています。自治
会活動でお困りのことなどございましたら各自治会パートナーにご相談ください。

【問い合せ先】企画政策課  町づくり推進係　℡ 62-3129

（敬称略）

地域づくりへの補助金をご活用ください

【
問
い
合
せ
先
】企
画
政
策
課  

町
づ
く
り
推
進
係　

℡（
６
２
）３
１
２
９

　

町
で
は
、
地
域
振
興
や
活
性
化
の
た
め
に
自
主
的
、
主
体
的
に
取
り
組
む
事

業
に
対
し
、
元
気
な
ま
ち
づ
く
り
事
業
補
助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
財
政
状
況
改
善
の
一
環
と
し
て
、
ま
ち
づ
く
り
事
業
の
一
部
新
規
受

付
を
令
和
５
年
度
ま
で
中
止
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

補
助
事
業
概
要
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陸

郷

広

津

南

台

中
之
郷

鵜

山

高
瀬
橋
南

十
日
市
場

和

合

内

鎌

渋

南

新
屋
敷

中
木
戸

坂

下

渋

坂

林

中

滝
の
台

滝

沢

花

見

相
道
寺

半
在
家

千
本
木
台

中

島

正

科

堀
の
内

五
丁
目

四
丁
目

三
丁
目

二
丁
目

東

町

吾
妻
町

一
丁
目

豊

町

地

区

小
坂
茂
登

山
﨑
嘉
政

横
山
真
一

宮
﨑
昭
男

平
林
正
義

早
川
伸
一

中
山
英
男

曽
根
原
正
明

小
林
和
孝

中
村
栄
一

松
倉
昭
三

山
﨑
文
彦

小
野　

浩

中
沢
秀
昭

大
八
木
康
久

金
井　

伝

桜
井
康
人

田
中
伸
宏

宮
澤
敏
文

中
嶋　

稔

中
山
藤
雄

矢
口
和
男

村
山
一
峰

中
澤
明
男

矢
口
浩
之

下
條
規
男

平
林
康
男

藤
澤
邦
男

小
林　

修

勝
山
敏
文

山
口
年
春

中
野
博
成

自
治
会
長

黒
岩
大
輔

倉
科
吉
樹

長
瀬　

亮

原
田
拓
弥

宮
坂
里
穂

岡
村
穂
奈
美

塩
原　

長

平
川
和
代

丸
山　

剛

髙
山　

武

浅
野
景
太

塩
原
舞
子

神
田
夏
織

廣
田
和
也

平
川
通
寿

小
田
原
飛
鳥

矢
口
喜
輝

小
林　

裕

平
林
源
由

山
本
有
紀
衣

松
澤　

歩

片
瀬
好
美

横
澤
孝
彰

薄
井
誠
一

中
山　

勲

塩
嶋
幸
代

塩
嶋
康
彰

綱
島
尚
美

矢
口
玲
子

寺
島
靖
城

髙
橋　

実

窪
田
和
大
パ
ー
ト
ナ
ー

柳
生
一
真

高
岡
妙
子

丸
山
智
史

細
川
敬
広

矢
口
拓
実

淀　

純
枝

甕　

祐
太

松
島
健
治

那
須
信
博

矢
口
久
美

小
日
向
裕
絵

中
村
佳
菜

羽
場
貴
美
子

西
澤
正
之

渡
辺　

龍

小
林
祐
茉

矢
口
秀
美

小
林
は
る
み

小
日
向
郁
恵

今
溝
美
帆

高
木
さ
お
り

望
月
絢
介

岡
本
佳
世

松
澤
小
百
合

小
林
大
輔

山
﨑
友
見

中
島
博
美

市
川
千
夏

川
田
景
子

倉
科
雅
子

三
澤
明
子

丸
山
佳
男

区 分 まちづくり事業 建設資材事業

対 象 団 体
・自治会
・NPO 法人または 5 人以上の町民により構

成され、主に町内で活動している団体
・自治会

対 象 事 業

・自然および歴史環境などを生かした環
境整備事業

・地域の歴史や文化の伝承保存に関する
事業

・福祉や健康づくり、人づくり事業
・地域の良さ再発見のための事業
・集会施設用机・椅子購入事業（自治会

対象、1 回限り）
※財政事情により新規事業は集会施設用

机・椅子を除き、R5 まで受け付けを中止
します。

・日常生活に密着した生活
道路や水路等の補修な
ど、軽易な土木作業を住
民自らの手で行っていた
だく事業

※同一事業であっても 4 年
目以降の交付も可能

募 集 期 間 令和 3 年 4 月から 10 月 31 日まで　※年度内に完了する事業に限ります

対 象 外 事 業 営利を目的とした収益事業、宗教的・政治的な催し、他の補助制度の
対象となっているもの

補 助 金 額
1 事業あたり 30 万円まで
※集会施設用机・椅子購入事業は 50 万円まで。ただし経費の 3 分の 2

以内



６月は食育月間です！
楽しく作っておいしく完食　農家のみなさんありがとう
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食
育
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
（
平
成
28

年
度
実
施
）
の
結
果
を
見
る
と
、
地
産
地

消
の
状
況
と
し
て
「
地
域
で
作
ら
れ
て
い

る
農
産
物
を
食
べ
て
い
ま
す
か
」
と
い
う

質
問
に
対
し
、
よ
く
食
べ
る
と
回
答
し
た

割
合
は
16
歳
～
29
歳
で
２
割
で
し
た
。
ま

た
、
小
学
６
年
生
で
は
、
食
べ
な
い
と
回

答
し
た
割
合
が
約
１
割
あ
り
ま
し
た
。

（
※
図
１
）

ス
ロ
ー
ガ
ン
を
掲
げ
、
学
校
や
保
育
園
、

官
公
庁
の
施
設
に
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
掲
示

や
、
食
育
に
関
す
る
展
示
コ
ー
ナ
ー
を
設

置
し
て
い
ま
す
。

食
育
は
日
々
の
生
活
の
中
で
培
わ
れ
て

い
き
ま
す
の
で
、
家
庭
や
地
域
で
も
取
り

組
み
ま
し
ょ
う
。

①
農
業
体
験
や
、
食
事
作
り
、
食
べ
物
を

話
題
に
す
る
な
ど
食
を
考
え
る
機
会
を

増
や
し
、
食
べ
物
と
食
に
関
わ
る
人
々

へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
育
て
ま
し
ょ
う
。

②
食
品
の
安
心
・
安
全
に
関
心
を
持
ち
、

健
康
を
維
持
す
る
た
め
に
食
を
選
択
す

る
力
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

お
知
ら
せ

　

今
年
度
は
食
育
推
進
計
画
の
最

終
年
度
と
な
り
ま
す
。
５
年
間
の

活
動
評
価
の
た
め
、
食
育
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
（
無
作
為
抽
出
）
を
実
施

い
た
し
ま
す
。
ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙

が
届
い
た
方
は
、
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
食
へ
の
感
謝
の
状
況
と
し
て
「
食

べ
物
を
残
す
こ
と
や
廃
棄
す
る
こ
と
に
つ

い
て
ど
う
思
い
ま
す
か
」
と
い
う
質
問
に

は
、
小
学
６
年
生
の
１
割
が
何
と
も
思
わ

な
い
と
回
答
し
て
い
ま
す
。
（
※
図
２
）

こ
う
し
た
状
況
を
鑑
み
、
食
べ
物
や
食

べ
物
に
携
わ
っ
て
い
る
方
へ
の
感
謝
の
気

持
ち
を
育
て
る
た
め
、
啓
発
活
動
を
し
て

い
ま
す
。
特
に
６
月
を
食
育
月
間
と
し
、

今年度の重点テーマ 「食に関わろう」

町では池田町食育計画（平成 29 年度～令和３年度）に基づき、関係機関と連携しながら重点

テーマに沿って食育を進めています。

【
問
い
合
せ
先
】健
康
福
祉
課 

健
康
増
進
係 

℡（
６
１
）５
０
０
０

①いつも
「もった

②時々
「もった

③何も思
わない

よく食べ
る

時々食べ
る

小学６年生

問１６－１知っていると答えた方はその農産物を食べますか。

問１６－１知っていると答えた方はその農産物を食べますか。

64.8%

41.7%

57.6%

48.6%

27.4%

58.3%

32.1%

38.6%
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0.0%
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1 6～2 9歳

中学生

小学６年生

食べ残しや食べ物を捨てることに関してどう思いますか

いつも「もったいない」と思う 時々「もったいない」と思う 何も思わない
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小学６年生

池田町で作られている農産物を食べますか池田町で作られている農産物を食べますか

よく食べる 時々食べる 食べない

①いつも
「もった

②時々
「もった

③何も思
わない

よく食べ
る

時々食べ
る

小学６年生

問１６－１知っていると答えた方はその農産物を食べますか。

問１６－１知っていると答えた方はその農産物を食べますか。
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よく食べる 時々食べる 食べない

（図１）

（図 2）



　

◆
活
動
の
窓
◆

　

新
池
田
学
問
所

各
種
講
座
続
々
ス
タ
ー
ト
！　

　

今
年
度
も
新
池
田
学
問
所
の
各
種
講
座

が
５
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

「
い
き
い
き
元
気
！
み
の
り
塾
」
や

「
ふ
る
さ
と
チ
ャ
レ
ン
ジ
塾
」
「
家
庭
教

育
学
級
ポ
レ
ポ
レ
」
な
ど
お
な
じ
み
の
講

座
に
加
え
、
秋
に
は
暮
ら
し
に
花
と
ハ
ー

ブ
の
癒
し
を
取
り
入
れ
る
連
続
講
座
「
花

と
ハ
ー
ブ
暮
ら
し
塾
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
４
月
下
旬
に
自
治
会
を
通
じ

て
配
布
し
た
チ
ラ
シ
、
各
学
校
の
該
当
学

年
に
お
配
り
し
た
お
知
ら
せ
、
ま
た
は
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

長
野
県
市
町
村
対
抗
駅
伝
競
走
大
会

参
加
報
告

《
開
催
日
》
４
月
24
日
（
土
）

《
開
催
地
》
松
本
平
広
域
公
園

陸
上
競
技
場
を
発
着
点

《
一
般
の
部
》　

９
区
間
42
・
１
９
５
㌔

	

結
果
：
33
位

	

（
町
の
部 

９
位
）

《
小
学
生
の
部
》
４
区
間
６
・
１
㌔

	

結
果
：
19
位

	

（
町
の
部 

４
位
）

　

二
つ
の
大
会
が
行
わ
れ
池
田
町
チ
ー
ム

と
し
て
参
加
し
て
き
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
快
晴
で
駅
伝
日
和
の
中
、
選

手
の
皆
さ
ん
は
、
持
て
る
力
を
出
し
切
っ

て
力
走
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

特
に
小
学
生
チ
ー
ム
は
、
町
の
部
で
４

位
と
大
健
闘
し
て
く
れ
ま
し
た
。

【
問
い
合
せ
先
】交
流
セ
ン
タ
ー
か
え
で

℡（
６
２
）２
０
５
８

【
問
い
合
せ
先
】総
合
体
育
館

℡（
６
２
）７
６
５
４

☆開館時間　　火～金曜日・・・・午前 10 時～午後６時
　　　　　　　土・日曜日・・・・午前 ９ 時～午後５時
　　　　　　　月曜日以外の祝日・午前 ９ 時～午後５時
☆６月の休館日　　７･14・21・28・29 日

（29 日は月末館内整理休館です）

▲大健闘の小学生チームの皆さん
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新 着 書 ピ ッ ク ア ッ プ

食卓を変えた植物学者
ー世界くだものハンティングの旅ー 硝子戸のうちそとぼくとがっこう

その他の新着書
臨床の砦	 夏川草介
小説 8050	 林真理子
ひきなみ	 千早茜
東京ディストピア日記　桜庭一樹
幸せな人生のつくり方
	 坂東眞理子
文豪たちの住宅事情	 田村景子
よくわかる測量	 海津優
あらそんなの！	 高橋和枝

おうちでとれたて！ハーブと野菜
田代耕太郎

子どもと楽しむ草花のひみつ  
稲垣栄洋

こそあどの森のおとなたちが子ど
もだったころ　　　　　　岡田淳
すてきなひとりぼっち

なかがわちひろ
キリギリスのしあわせ

トーン・テレヘン

はた こうしろう 絵
谷川 俊太郎 文

（アリス館）
学校へ行き始めたばかり

の「ぼく」。なじめない中で、少
しずつ自分の見たいもの、感
じたいものを見つけて成長
していく姿を描く絵本です。

ダニエル・ストーン 著
三木 直子 訳

（築地書館）
大豆、アボカド、マンゴ

ー、レモンから日本の桜ま
で。新たな農作物を求め
て世界中を旅してまわっ
た男の冒険を描く。

半藤 末利子 著
（講談社）

夏目漱石の孫で、昭和史
研究家・半藤一利の妻であ
る著者によるエッセイ集。一
族の歴史、近所のよしなしご
と、仲間たち、そして夫との
別れなどをつづる。

☆ 雑誌も貸し出しています ☆
※最新号は除きます

〈令和 3 年度 購入雑誌一覧　五十音順〉
◦いいね ◦オレンジページ ◦きょうの料理
◦きょうの健康 ◦ KURA ◦クーヨン ◦暮しの手帖
◦クロワッサン ◦芸術新潮 ◦毛糸だま ◦子どもの本棚
◦この本読んで！ ◦ Komachi ◦サライ ◦趣味の園芸 
◦すてきにハンドメイド ◦ダ・ヴィンチ　◦ Newton
◦旅の手帖 ◦図書館の学校 ◦婦人公論 ◦文藝春秋
◦ pen ◦毎日が発見◦ MOE ◦やさい畑 ◦山と渓谷

以上 27 種類
　その他、児童用雑誌（『こどものとも』など 8 種類）
や、寄贈された雑誌もあります。

公
民
館
か
ら

総
合
体
育
館
か
ら



「風光る」塩入　久

「
―
風
光
る
―
異
種
四
人
展
」

開
催
中
！

【
問
い
合
せ
先
】

北
ア
ル
プ
ス
展
望
美
術
館（
池
田
町
立
美
術
館
）

℡（
６
２
）６
６
０
０

　

木
版
画
、
書
、
パ
ス
テ
ル
画
、
乾
漆
彫
刻
。

ジ
ャ
ン
ル
を
超
え
て
創
り
出
さ
れ
る
四
人
の

世
界
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

《
会　
　

期
》開
催
中
～
６
月
20
日（
日
）

《
休
館
日
》月
曜
日

《
開
館
時
間
》午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分

　
　
　
　
　
（
最
終
入
館
午
後
４
時
）

　
　
　
　
　

※
当
面
の
間
、時
短
営
業
中
。

《
会　
　

場
》展
示
室
Ａ
・
Ｂ

《
観
覧
料
》一

般
６
０
０
円（
５
０
０
円
）

　
　
　
　
　

高
大
生
４
５
０
円（
４
０
０
円
）

　
　
　
　
　

中
学
生
以
下
無
料

　
　
　

※（　

）内
は
20
人
以
上
の
団
体
料
金

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
状
況

に
よ
り
、
臨
時
休
館
や
開
館
時
間
の
短
縮
を

行
う
場
合
が
あ
り
ま
す
。
最
新
情
報
を
当
館

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（https://navam

.jp

）
に

記
載
し
て
い
ま
す
の
で
、
事
前
に
ご
確
認
の

上
、
お
越
し
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。

【
ご
来
館
に
あ
た
っ
て
の
お
願
い
】

「春霖寂聴」松下英とも「和楽」山内清香「麒麟ガンバ」大曽根俊輔

　

ラ
ベ
ン
ダ
ー
の
花
が
風
に
そ
よ

ぐ
季
節
を
迎
え
ま
し
た
。紫
色
の

花
と
香
り
に
癒
さ
れ
ま
す
。

ク
ラ
フ
ト
パ
ー
ク
花
だ
よ
り

「
第
16
回　

良
司
を
偲
ぶ
集
い
」

記
念
講
演
会
開
催

　

町
と
良
司
の
碑
を
守
る
会
の
共
催
で
、
記
念
講
演

を
行
い
ま
す
。
入
場
無
料
、
申
込
不
要
で
す
が
、

１
０
０
人
を
定
員
と
し
ま
す
。
ま
た
当
日
は
良
司
に

関
す
る
資
料
が
ロ
ビ
ー
に
展
示
さ
れ
ま
す
。

《
日
時
》
６
月
20
日
（
日
）
午
後
１
時
～

　
　
　
　

（
講
演
会　

午
後
１
時
30
分
開
始
予
定
）

《
場
所
》
創
造
館
多
目
的
ホ
ー
ル

《
講
師
》
都
倉
武
之
（
慶
應
義
塾

福
澤
研
究
セ
ン
タ
ー
准
教
授
）

【
問
い
合
せ
先
】

　

良
司
の
碑
を
守
る
会
事
務
局（
東
山
包
美
術
館
内
）

℡（
６
２
）５
０
７
８

　

「
ダ
イ
ア
ナ
」
「
ラ
ン
ナ
ウ
ェ
イ
」
な
ど
、
懐
か

し
い
オ
ー
ル
デ
ィ
ー
ズ
の
曲
を
演
奏
し
ま
す
。
入
場

無
料
、
申
込
不
要
で
す
。

《
日
時
》
６
月
６
日
（
日
）
午
後
１
時
30
分
～

《
場
所
》
ク
ラ
フ
ト
パ
ー
ク
野
外
ス
テ
ー
ジ

（
※
雨
天
中
止
）

（
池
田
町
教
育
委
員
会
後
援
・
創
造
館
協
力
事
業
）

【
問
い
合
せ
先
】軽
音
楽
を
楽
し
む
会
代
表
・
中
堀
隼
夫

℡（
６
２
）０
９
３
６

「
あ
づ
み
野
フ
ィ
ー
ル
ド

コ
ン
サ
ー
ト
２
０
２
１
」開
催

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
予
防
の

た
め
、
ご
自
宅
で
も
消
毒
用
ア
ル
コ
ー
ル

を
使
っ
た
手
指
消
毒
を
行
っ
て
い
る
か
と

思
い
ま
す
。

　

消
毒
用
ア
ル
コ
ー
ル
に
は
、
濃
度
に

よ
っ
て
危
険
物
に
該
当
す
る
も
の
が
あ

り
、
取
扱
い
を
誤
る
と
火
災
な
ど
を
引
き

起
こ
す
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

消
毒
用
ア
ル
コ
ー
ル
の
取
扱
い
に

注
意
し
ま
し
ょ
う

①
火
気
の
近
く
で
は
使
用
し
な
い
。

　

消
毒
用
ア
ル
コ
ー
ル
は
蒸
発
し
や
す

く
、可
燃
性
蒸
気
と
な
る
た
め
、た
ば
こ

や
コ
ン
ロ
な
ど
の
火
源
が
あ
る
と
燃
え

広
が
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

②
詰
替
え
を
行
う
場
所
で
は
換
気
す
る
。

　

詰
替
え
を
行
う
場
所
は
通
気
性
の
い

い
場
所
や
常
時
換
気
が
行
え
る
場
所
を

選
び
、可
燃
性
蒸
気
を
溜
め
な
い
よ
う

注
意
し
ま
し
ょ
う
。

消
毒
用
ア
ル
コ
ー
ル
を

安
全
に
使
用
す
る
た
め
に

　

詳
し
く
は
総
務
省
消
防

庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

クラフトパーク＆創造館だより
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消防署だより 北アルプス広域南部消防署　℡ ６２－０１１９北アルプス広域南部消防署　℡ ６２－０１１９



ピ
カ
ピ
カ
の
１
年
生
を
迎
え
て

令
和
３
年
度
の
ス
タ
ー
ト

　

35
人
の
新
入
生
を
迎
え
、
全
校
児
童

１
８
８
人
、
職
員
24
人
で
新
年
度
を
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

入
学
式
は
４
月
６
日
に
実
施
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
１
年
生
は
と
て
も

元
気
に
、
担
任
の
先
生
の
指
揮
で
「
ド

キ
ド
キ
ド
ン
！
１
年
生
」
を
歌
い
ま
し

た
。
本
年
度
も
来
賓
の
皆
さ
ま
の
参

加
は
か
な
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
保

護
者
の
皆
さ
ま
と
と

も
に
、
温
か
な
雰
囲

気
の
中
で
、
令
和
３

年
度
の
ス
タ
ー
ト
に

ふ
さ
わ
し
い
素
敵
な

入
学
式
と
な
り
ま
し

た
。

　

交
通
安
全
教
室

自
分
の
命
を
守
る
た
め
に

　

４
月
14
日
、
交
通
安
全
教
室
を
行
い

ま
し
た
。
あ
い
に
く
の
天
候
で
自
転
車

指
導
講
習
は
実
施
で
き
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
池
田
町
交
番
を
は
じ
め
、
交
通
安

全
協
会
の
皆
さ
ま
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
校
外
指
導

部
の
皆
さ
ま
の
ご
指
導
の
も
と
、
１
・

２
年
生
の
歩
行
指
導
講
習
は
行
う
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
２
人
ず
つ
ペ
ア
を
組

ん
で
歩
き
、
交
差
点
や
横
断
歩
道
で

は
、
左
右
を
入
念

に
確
認
し
て
安
全

に
渡
り
ま
し
た
。

自
分
の
命
を
守
る

た
め
に
、
登
下
校

な
ど
、
日
頃
の
歩

行
に
生
か
し
た
い

で
す
。

心
温
ま
る
一
年
生
を
迎
え
る
会

　

児
童
会
主
催
に
よ
る
１
年
生
を
迎
え

る
会
を
４
月
16
日
に
行
い
ま
し
た
。
２

～
６
年
生
の
児
童
が
、
学
校
の
様
子
や

１
年
間
の
行
事
を
１
年
生
に
分
か
り
や

す
く
伝
え
る
た
め
に
、
ク
イ
ズ
や
劇
な

ど
工
夫
を
凝
ら
し
て
発
表
し
ま
し
た
。

最
後
に
、
全
員
が
ベ
ラ
ン
ダ
に
出
て
、

中
庭
に
い
る
１
年
生
に
向
け
て
、
校
歌

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。
全
員
の
歌

声
が
中
庭
に
響

き
、
心
温
ま
る

雰
囲
気
が
１
年

生
に
も
伝
わ
っ

た
こ
と
で
し
ょ

う
。

池 田 小 学 校

　

コ
ロ
ナ
禍
だ
か
ら
こ
そ
「
子
ど
も

が
ま
ん
な
か
」
の
楽
し
い
保
育
園
、

小
中
学
校
の
環
境
づ
く
り
に
ご
理
解

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

昨
年
は
３
月
４
日
か
ら
５
月
25
日
ま

で
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防

止
の
た
め
、
小
中
学
校
は
断
続
的
に
休
校

を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
が
、
今
年
は
卒

入
学
式
は
じ
め
現
在
ま
で
一
斉
休
校
な

く
、
計
画
通
り
の
教
育
活
動
が
で
き
て
い

ま
す
。

　

３
月
以
降
の
第
４
波
到
来
は
県
内
で
も

深
刻
な
影
響
を
及
ぼ
し
、
４
月
下
旬
に
は

当
町
で
も
子
ど
も
を
含
む
感
染
が
連
続
し

て
判
明
し
ま
し
た
。
現
場
の
先
生
方
の
ご

尽
力
や
保
護
者
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
ご
協

力
に
よ
り
、
さ
ら
な
る
感
染
拡
大
に
は
至

り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
今
後
も
全
町
民
が

力
を
合
わ
せ
て
感
染
防
止
に
努
め
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
も
、
人
間
と
し
て
の
営
み

や
社
会
生
活
を
止
め
る
こ
と
が
で
き
な
い

の
と
同
様
、
子
ど
も
の
成
長
や
学
び
に
と

っ
て
保
育
園
と
小
中
学
校
は
重
要
不
可
欠

な
存
在
で
す
。
感
染
対
策
を
徹
底
し
つ
つ

も
で
き
る
限
り
諸
活
動
を
制
限
す
る
こ
と

な
く
、
楽
し
く
安
心
し
て
過
ご
せ
る
環
境

づ
く
り
に
、
皆
様
の
ご
理
解
と
お
力
添
え

を
引
き
続
き
お
願
い
し
ま
す
。

　

保
小
中
で
は
、
６
月
以
降
様
々
な
行
事

が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
「
地
域
の
子
ど

も
は
地
域
で
育
て
る
」
精
神
で
、
子
ど
も

た
ち
の
育
ち
と
学
び
を
温
か
く
見
守
っ
て

く
だ
さ
い
。

池
田
町
教
育
長　

竹
内
延
彦

【
問
い
合
せ
先
】学
校
保
育
課	

℡（
６
１
）１
４
３
０

　

４
月
29
日
に
予
定
し
て
い
た
「
第
４
回
教
育

大
綱
町
民
懇
談
会
」
は
日
程
を
再
調
整
し
て
開

催
予
定
で
す
。
第
５
回
以
降
含
め
、
決
ま
り
次

第
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
防
災
無
線
な
ど
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
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教
育
委
員
会
情
報
は
公
式
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

左
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
ス
マ
ホ
な
ど
で
読
み
込
ん
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

信州池田町
学びの郷だより

交流センターかえで

信州池田町学びの郷　水無月だより



◆
池
田
町
に
移
住
し
た
き
っ
か
け
は
？

　

池
田
町
の
前
に
穂
高
に
住
ん
で
い
た
時
か
ら
、陸
郷
の

古
民
家
を
ス
タ
ジ
オ
と
し
て
借
り
て
い
ま
し
た
。そ
の
際
、

陸
郷
に
あ
る
有う
み
お
こ
だ
ま

明
樹
玉
神
社
の
お
祭
り
で
和
太
鼓
を
披
露

し
、喜
ん
で
い
た
だ
い
た
地
元
の
方
に
今
の
家
を
ご
紹
介

い
た
だ
き
、移
住
に
至
り
ま
し
た
。

◆
現
在
の
活
動
に
つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

プ
ロ
の
和
太
鼓
奏
者
と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。ま
た
、

伝
統
芸
能
を
そ
の
ま
ま
行
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、踊

り
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
エ
ッ
セ
ン
ス
を
取
り
入
れ
て
自
分
の

も
の
を
作
る
こ
と
か
ら「
芸
能
者
」と
も
表
現
し
て
い
ま
す
。

◆
地
元
の
方
と
の
交
流
に
つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

山
の
整
備
の
作
業
を
通
じ
て
交
流
し
た
り
、お
祭
り
に
参
加
し
て
地
元
の
方
か
ら
昔
の
話
を
聞
い
た

り
し
て
、積
極
的
に
行
事
に
参
加
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

◆
池
田
町
の
魅
力
に
つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

陸
郷
は
山
の
中
な
の
で
、静
か
で
リ
ラ
ッ
ク
ス
で
き
ま
す
。町
中
ま
で
す
ぐ
に
行
け
る
の
も
魅
力
で
す
。

◆
将
来
の
目
標
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

こ
こ
を
拠
点
と
し
て
活
動
を
広
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。住
ん
で
い
る
環

境
は
と
て
も
大
切
で
、音
楽
に
も
ダ
イ
レ
ク
ト
に
影
響
し
ま
す
。こ
こ
か
ら
生
ま
れ

て
く
る
音
を
大
事
に
育
て
、熟
成
さ
せ
、発
信
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

vol.9

堀
江  
達
郎　

さ
ん
（
38
）
島
根
県
出
身

陸
郷
在
住

池
田
町
に
移
住
し
た
方
を
紹
介
し
ま
す
！

　

第
９
弾
は
、
陸
郷
で
和
太
鼓
奏
者
と
し
て
活
躍
す
る

堀
江
さ
ん
で
す
。

２
０
１
９
年
移
住

　

温
厚
な
人
柄
と
迫
力
あ
る
演
奏
に
、私
た
ち
も
一
気
に
堀
江
さ
ん
の
魅
力
に
惹
き
つ
け
ら
れ
ま
し
た
。お
家
の
窓

か
ら
映
る
北
ア
ル
プ
ス
と
新
緑
が
と
て
も
ま
ぶ
し
か
っ
た
で
す
。

イ
ン
タ
ビ
ュ
ア
ー
：
地
域
お
こ
し
協
力
隊　

川
上
・
数
馬

【
問
い
合
せ
先
】企
画
政
策
課  

移
住
定
住
促
進
係　

℡（
６
２
）３
１
２
９

▲堀江さんの
　Facebook

　2050 年 まで に 人
為的に排出される二
酸化炭素の量を、森
林などが吸収する二
酸化炭素の量と差引
して同 量 に する、実
質ゼロにすることを
目標とした取り組み
です。
　 ゼ ロ カ ー ボ ン は
カーボンニュートラ
ル、脱炭素と言われ
ることもあります。

2050 年
ゼロカーボン

ポ
イ
ン
ト

見
え
る
化
し
て
分
別
を
意
識
し
よ
う

【
問
い
合
せ
先
】住
民
課  

環
境
整
美
係　

℡（
６
２
）２
２
０
３

　

無
作
為
に
抽
出
し
た
燃
え
る
ご
み
の
内
容
を
調
査

し
た
と
こ
ろ
、
紙
や
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
な
ど
の
資
源
ご

み
が
53
％
を
占
め
て
い
ま
し
た
。
燃
え
る
ご
み
を
減

ら
せ
る
よ
う
、
分
別
も
意
識
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

集
積
所
で
新
聞
紙
な
ど
を
使
っ
て
目
隠
し
を
し
て
い
る
ご
み
袋
を
見
か
け
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

目
隠
し
で
中
身
が
見
え
な
く
な
る
の
で
「
こ
の
く
ら
い
い
い
か
な
？
」
と
、

分
別
で
き
る
も
の
も
捨
て
て
い
ま
せ
ん
か
？

　

目
隠
し
を
や
め
る
こ
と
で
「
分
別
を
し
っ
か
り
し
よ
う
」
と
い
う
意
識
の
改

革
に
つ
な
が
り
ま
す
。
で
き
る
だ
け
目
隠
し
は
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
目
隠
し
に
使
っ
た
新
聞
紙
な
ど
も
燃
え
る
ご
み
と
な
り
、
量
や
重
さ

を
増
や
し
て
し
ま
い
ま
す
。
新
聞
紙
は
リ
サ
イ
ク
ル
で
き
る
大
切
な
資
源
で

す
。
令
和
２
年
度
、
町
で
回
収
し
た
新
聞
紙
は
合
計
で
約
30
万
円
（
１
㌔
当
た

り
３
・
５
円
）
の
収
入
に
な
り
ま
し
た
。

　

既
に
実
践
さ
れ
て
い
る
方
は
、
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
日
頃
の

工
夫
を
周
り
の
方
に
も
お
知
ら
せ
い
た
だ
き
、
ご
み
削
減
の
輪
を
広
げ
ま
し
ょ

う
。 資

源
ご
み
に
分
別
で
き
る
も
の

一
緒
に
捨
て
て
い
ま
せ
ん
か
？

▲迫力ある演奏を特別にご披露いただきました！

広報いけだ 11

ゼロカーボンの知識

みんなで実践　ごみ削減！



コロナで心が疲れていませんか？多世代相談センターだより

【
問
い
合
せ
先
】健
康
福
祉
課  

多
世
代
相
談
セ
ン
タ
ー	

℡（
６
１
）５
０
０
０

◇
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
減
少

　

誰
に
も
会
え
ず
一
人
で
一
日
中
家
に

こ
も
っ
て
い
る
と
、
気
付
か
な
い
内
に

ス
ト
レ
ス
を
た
め
込
ん
で
し
ま
い
ま
す
。

《
解
決
策
》

・
近
所
の
人
に
挨
拶
す
る
な
ど
定
期
的
に

声
を
掛
け
合
う
。

・
電
話
や
チ
ャ
ッ
ト
ア
プ
リ
で
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
。

◇
生
活
リ
ズ
ム
の
乱
れ

　

ず
っ
と
自
宅
で
過
ご
す
う
ち
に
、
食
事

や
就
寝
の
時
間
が
ず
れ
て
し
ま
う
人
が
い

ま
す
。
生
活
リ
ズ
ム
が
狂
う
と
心
の
不
調

を
招
き
ま
す
。

《
解
決
策
》

・
起
床
時
間
を
そ
ろ
え
、
朝
日
を
浴
び
る
。

・
毎
日
決
ま
っ
た
時
間
に
食
事
を
取
る
。

◇
家
族
と
過
ご
す
時
間
の
増
加

　

家
族
で
過
ご
す
時
間
が
増
え
た
こ
と

で
、
家
族
に
対
し
て
イ
ラ
イ
ラ
し
、
ま
た

別
の
ス
ト
レ
ス
か
ら
つ
い
家
族
に
当
た
っ

て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

《
解
決
策
》

・
家
族
と
離
れ
て
一
人
き
り
に
な
る
時
間

を
つ
く
る
。

・
子
育
て
の
悩
み
が
あ
れ
ば
公
的
機
関
に

相
談
を
す
る
。

【
参
考
文
献
】

「
コ
ロ
ナ
う
つ
に
な
ら
な
い
た
め
に
」

　

山
岡
昌
之

（
日
本
摂
食
障
害
治
療
研
究
所
所
長
）

生
活
の
変
化
に
よ
る
ス
ト
レ
ス
と
解
決
策

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
流
行
と
、
そ
れ
に
伴
う
環
境
の
変
化
は
、
新
た
な
ス
ト
レ
ス

要
因
で
す
。
「
み
ん
な
大
変
だ
か
ら
」
と
ス
ト
レ
ス
を
一
人
で
抱
え
込
ん
で
し
ま
う
と
、

気
付
か
な
い
う
ち
に
心
に
不
調
を
き
た
し
て
し
ま
い
ま
す
。

　

人
と
の
関
わ
り
が
持
ち
づ
ら
い
状
況
で
す
が
、
話
を
す
る
だ
け
で
も
気
持
ち
が
楽
に
な

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
一
人
で
頑
張
り
す
ぎ
て
い
る
時
は
、
周
囲
に
頼
る
こ
と
も
時
に
は

必
要
で
す
。

　

身
近
な
人
に
相
談
し
に
く
い
時
は
、
公
的
な
相
談
機
関
を
活
用
し
ま
し
ょ
う
。

犬・猫の不妊去勢手術費の補助について
　

飼
い
犬
ま
た
は
飼
い
猫
の
不
妊
・

去
勢
手
術
費
用

１
頭　

３
０
０
０
円

（
補
助
は
１
世
帯
１
頭
の
み
）

①
町
内
に
在
住
す
る
、
生
後
６
か
月

以
上
５
歳
以
下
の
犬
・
猫
の
飼

い
主
で
、
令
和
３
年
１
月
１
日

か
ら
12
月
31
日
の
間
に
、
永
久

的
な
不
妊
・
去
勢
手
術
を
実
施

し
た
方
、
ま
た
は
予
定
し
て
い

る
方
。

②
犬
の
場
合
、
登
録
と
狂
犬
病
の
予

防
接
種
が
済
ん
で
い
る
こ
と
。

③
補
助
対
象
と
な
る
病
院
で
手
術
を

受
け
る
こ
と
。

◆
横
澤
動
物
医
院

大
町
市
大
町
４
８
６
８
の
２

℡
０
２
６
１（
２
２
）０
２
３
６

◆
あ
づ
み
動
物
病
院

大
町
市
常
盤
４
７
２
９
の
５

℡
０
２
６
１（
２
２
）７
５
９
０

◆
松
沢
動
物
病
院

北
安
曇
郡
白
馬
村
北
城
５
９
４
４

℡
０
２
６
１（
７
２
）２
６
６
０

　

令
和
３
年
６
月
１
日
（
火
）

　
　
　
　
　
　

～
８
月
31
日
（
火
）

　

役
場 

住
民
課 

環
境
整
美
係
窓
口

に
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
電
話

で
の
申
し
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。

※
申
込
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
と
な

り
ま
す
。

【
問
い
合
せ
先
】
住
民
課  

環
境
整
美
係　

℡
（
６
２
）
２
２
０
３

本
年
度
も
長
野
県
動
物
愛
護
会
大
北
支
部
主
催
に
よ
る

「
犬
・
猫
の
繁
殖
制
限
普
及
啓
発
補
助
事
業
」
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

補
助
対
象
経
費

補
助
額

補
助
要
件

補
助
対
象
と
な
る
病
院

申
込
期
限

申
込
方
法
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４
月
30
日
、
木
版
画
家
の
塩し

お
い
り
ひ
さ
し

入
久
さ
ん

（
松
本
市
）
か
ら
、
観
光
振
興
に
役
立
て
て

欲
し
い
と
「
風
景
印
て
る
み
ん
・
ふ
ー
み

ん
」
と
「
童
謡
て
る
て
る
坊
主
歌
詞
」
の
版

画
２
点
を
町
に
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
。
作

品
は
今
後
、
浅
原
六
朗
文
学
記
念
館
に
展
示

し
「
て
る
て
る
坊
主
の
ふ
る
さ
と
池
田
町
」

を
町
内
外
に
広
く
ア
ピ
ー
ル
し
て
ま
い
り
ま

す
。
風
景
印
は
池
田
郵
便
局
で
希
望
に
よ

り
、
郵
便
物
の
消
印
と
し
て
押
印
で
き
ま
す

の
で
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
塩
入
さ
ん
の
一
般
作
品
は
、
現
在

北
ア
ル
プ
ス
展
望
美
術
館
で
開
催
中
の
「
ー

風
光
る
ー
異
種
４
人
展
」
で
展
示
中
で
す
。

こ
ち
ら
も
お
見
逃
し
な
く
。

「
て
る
て
る
坊
主
の
ふ
る
さ
と
」ア
ピ
ー
ル

版
画
２
点
を
寄
贈

　

５
月
13
日
、
日
本
郵
便
株

式
会
社
池
田
町
内
郵
便
局
と

「
包
括
連
携
に
関
す
る
協

定
」
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

こ
の
協
定
に
基
づ
き
、
日

本
郵
便
株
式
会
社
と
の
相
互

連
携
の
も
と
、
協
働
に
よ
る

活
動
を
推
進
し
、
地
域
の

様
々
な
課
題
に
対
応
す
る
な

ど
、
町
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
や

地
域
活
性
化
に
向
け
た
取
組

を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

町
内
郵
便
局
と
包
括
連
携
協
定
を
締
結

　

５
月
19
日
、
池
田
町
野
球
連

盟
に
よ
る
早
起
き
野
球
大
会
が

開
幕
し
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に

よ
り
昨
年
は
中
止
と
な
り
ま

し
た
が
、
本
年
は
感
染
症
対
策

を
徹
底
し
た
上
で
４
チ
ー
ム

に
よ
る
全
12
試
合
が
行
わ
れ

る
予
定
で
す
。

池
田
町
早
起
野
球
大
会

　

令
和
３
年
６
月
１
日
時
点
で
「
経
済
セ
ン
サ
ス
活
動
調
査
」
を

実
施
し
ま
す
。
全
国
の
す
べ
て
の
事
業
所
や
企
業
が
対
象
に
な
り

ま
す
。
５
月
中
に
調
査
書
類
を
配
布
し
ま
す
の
で
、
調
査
へ
の
ご

理
解
・
ご
回
答
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

こ
の
調
査
は
、
国
の
す
べ
て
の
事
業
所
・
企
業
の
経
済
活
動
の

状
況
を
全
国
的
・
地
域
別
に
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

お
り
、
国
が
行
う
調
査
の
中
で
も
重
要
か
つ
大
規
模
な
統
計
調
査

で
す
。
調
査
の
結
果
は
、
各
種
行
政
施
策
や
学
術
研
究
の
基
礎
資

料
と
し
て
の
利
活
用
だ
け
で
な
く
、
経
営
の
参
考
資
料
と
し
て
、

事
業
者
の
皆
さ
ま
方
に
も
活
用
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

調
査
票
に
ご
記
入
い
た
だ
い
た
内
容
は
、
統
計
作
成
の
目
的
以

外
に
使
用
す
る
こ
と
は
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。

　

な
お
今
回
の
調
査
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ま
た
は
郵
送
で
ご
回

答
い
た
だ
け
ま
す
。
特
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
回
答
は
安
心
の

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
、
ご
都
合
に
合
わ

せ
て
い
つ
で
も
回
答
可
能
な
ど
、

た
く
さ
ん
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
、
イ

ン
タ
ー
ホ
ン
越
し
で
の
説
明
や
、

郵
便
受
け
で
の
調
査
書
類
の
配
布

な
ど
の
方
法
を
と
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

令
和
３
年
度

▲経済センサス
　特設サイト

【
問
い
合
せ
先
】総
務
課  

総
務
係　

℡（
６
２
）３
１
３
１

▲協定を交わす甕町長（左）と細川池田郵便局長（右）
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長
野
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
で
は
、
高
齢
者

の
方
の
健
康
づ
く
り
事
業
の
一
環
と
し
て
歯
科
口
腔
健

診
を
行
い
ま
す
。

　

高
齢
に
な
る
と
、
む
せ
こ
ん
だ
り
、
の
ど
に
つ
か
え

た
り
す
る
こ
と
が
多
く
な
り
、
誤
え
ん
性
肺
炎
（
細
菌

が
唾
液
や
胃
液
と
と
も
に
肺
に
流
れ
込
ん
で
生
じ
る
肺

炎
）
を
起
こ
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

お
口
の
健
康
は
、
身
体
の
健
康
へ
の
第
一
歩
で
す
。

固
い
も
の
が
食
べ
に
く
い
、
入
れ
歯
が
合
わ
な
い
、
特

に
自
覚
症
状
は
な
い
が
、
お
口
の
状
態
を
確
認
し
た
い

方
な
ど
、
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

《
対
象
者
》

①
昭
和
20
年
４
月
１
日
～
昭
和
21
年
３
月
31
日
生
ま
れ

の
被
保
険
者

②
昭
和
16
年
４
月
１
日
～
昭
和
20
年
３
月
31
日
生
ま
れ

の
被
保
険
者
の
う
ち
、
直
近
で
生
活
習
慣
病
に
係

る
受
診
を
さ
れ
た
経
歴
が
あ
り
、
か
つ
令
和
２
年

度
に
歯
科
医
療
の
受
診
が
な
か
っ
た
方

《
案
内
通
知
》

　

６
月
下
旬
に
対
象
者
へ
案
内
通
知
と
受
診
券
を
送
付

し
ま
す
。

《
健
診
期
間
》

　

令
和
３
年
７
月
１
日
（
木
）
～
12
月
30
日
（
木
）

《
健
診
費
用
》
無
料

※
健
診
に
よ
り
治
療
が
必
要
な
場
合
、
そ
の
治
療
費
は

本
人
負
担
と
な
り
ま
す
。

《
対
象
医
療
機
関
》

　

県
歯
科
医
師
会
所
属
の
歯
科
医
院

（
一
部
の
病
院
を
除
く
）

《
予
約
方
法
》

　

対
象
医
療
機
関
へ
直
接
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

《
受
診
時
に
必
要
な
も
の
》

　

受
診
券
、
被
保
険
者
証
、
お
薬
手
帳
（
無
い
場
合
は

不
要
）

【
問
】長
野
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

　
　

保
健
事
業
室	

℡
０
２
６（
２
２
９
）５
３
２
０

　

近
隣
、
家
庭
、
相
続
、
い
じ
め
、
セ
ク
シ
ャ
ル
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
、
女
性
差
別
な
ど
の
心
配
ご
と
、
悩
み
ご
と

な
ど
の
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
、
秘

密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

《
日
時
》
６
月
４
日
（
金
）
午
前
９
時
～
正
午
ま
で

《
会
場
》
池
田
町
交
流
セ
ン
タ
ー
か
え
で

《
相
談
担
当
者
》
人
権
擁
護
委
員

【
問
】
大
町
人
権
擁
護
委
員
協
議
会　

℡
（
２
２
）
０
３
７
９

　

歯
科
口
腔
健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う

～
後
期
高
齢
者
歯
科
口
腔
健
診
～　

「
人
権
特
設
相
談
所
」
開
設
の
お
知
ら
せ

平へ
い
わ和

な
世よ

感か
ん
せ
ん
し
ょ
う

染
症
が
ぶ
ち
壊こ

わ

す
歴れ

き
し史

が
変か

わ
る
人じ

ん
る
い類

の
危き

き機

小
林

　
正
雄
（
鵜

　
山
）

里
山
の
緑
の
は
ざ
ま
を
縫
ひ
て
咲
く
三
千
本
の
山
桜
花小

林
　
栄
子
（
四
丁
目
）

散
歩
道
に
い
つ
し
か
会
わ
ぬ
老
人
の
〈
お
く
や
み
〉
欄
に
白
寿
を
悼
む

磯
谷
留
美
子
（
滝

　
沢
）

未
熟
な
る
白
く
輝
く
玉
葱
へ
吹
く
な
吹
く
な
と
風
に
呟
く

綱
島
か
つ
江
（
二
丁
目
）

初
採
り
の
こ
ご
み
と
ア
ス
パ
ラ
の
お
浸
し
は
京
た
け
の
こ
の
絵
皿
に
盛
ら
る

酒
井

　
鈴
子
（
吾
妻
町
）

遠
き
峯
に
白
き
群
落
見
え
し
時
ア
カ
シ
ア
の
花
に
思
い
ゆ
き
つ
く

中
沢

　
初
恵（
十
日
市
場
）

古
き
茎
抜
き
つ
つ
土
を
均
し
ゆ
く
太
き
芽
の
出
よ
ア
ス
パ
ラ
育
て

片
瀬
貴
江
子
（
四
丁
目
）

安
曇
野
に
春
の
兆
し
か
白
鳥
は
北
へ
の
旅
に
連
れ
だ
ち
て
飛
ぶ

宮
澤

　
夏
子
（
中
之
郷
）

夕
ぐ
れ
の
風
の
渡
れ
る
葦あ

し
は
ら原

に
ギ
ジ
ギ
ジ
サ
イ
サ
イ
葦よ

し
き
り雀

の
鳴
く

斉
藤

　
恵
子
（
滝

　
沢
）

赤
に
黄
に
花
の
咲
く
庭
片
隅
に
つ
つ
ま
し
く
咲
く
ほ
と
け
の
ざ
あ
り

小
瀬
や
よ
い
（
中
之
郷
）

勢
ひ
て
鳴
き
出
す
蛙
に
籠
り
ゐ
る
雨
の
匂
ひ
を
わ
れ
は
感
ず
る

村
山
み
ち
子
（
三
丁
目
）

《
池
田
町
選
》

※
今
月
の
投
稿
作
品
11
首
を
順
不
同
で
掲
載
。

８月号掲載短歌募集

はがきに作品１点を記入
し、６月末までに投稿し
てください。
作品には①住所（番地まで）
②地区名 ③氏名 ④電話番
号 ⑤学校名と学年（中学
生以下の方）を明記して
ください。
投稿作品の語句等の修正
は原則行いませんのでご
了承ください。投稿多数
の場合は抽選により掲載
します。
■あて先
　〒 399-8696（住所不要）
　池田町　企画政策課
　　　　町づくり推進係

℡ 62-3129
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税
務
署
や
国
税
局
で
「
税
の
ス
ペ
シ
ャ
リ

ス
ト
」
と
し
て
勤
務
す
る
税
務
職
員
（
国
家

公
務
員
）
を
募
集
し
ま
す
。

《
受
験
資
格
》

①
令
和
３
年
４
月
１
日
に
お
い
て
高
等
学

校
ま
た
は
中
等
教
育
学
校
を
卒
業
し
た

日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
３
年
を
経
過

し
て
い
な
い
者
お
よ
び
令
和
４
年
３
月

ま
で
に
高
等
学
校
ま
た
は
中
等
教
育
学

校
卒
業
見
込
み
の
者

②
人
事
院
が
右
記
①
に
掲
げ
る
者
に
準
ず

る
と
認
め
る
者

《
試
験
の
程
度
》

　

高
等
学
校
卒
業
程
度

《
申
込
方
法
》

左
記
ア
ド
レ
ス
へ
ア
ク
セ
ス
し
、
説
明
に

従
い
入
力
す
る
。

http://w
w

w
.jinji-shiken.

go.jp/juken.htm
l

※
原
則
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

申
し
込
み
の
み

《
受
付
期
間
》

　

６
月
21
日
（
月
）
～
30
日
（
水
）

（
受
信
有
効
）

《
試
験
日
時
》

◇
第
１
次
試
験
日

　

９
月
５
日
（
日
）

◇
第
２
次
試
験
日

　

10
月
13
日
（
水
）
～
22
日
（
金
）
の
う
ち
、

　

第
１
次
試
験
合
格
通
知
書
で
指
定
す
る

日
時

【
問
】

◇
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
に
関
す
る
問
い
合
せ

　

人
事
院
人
材
局
試
験
課

℡
０
３
（
３
５
８
１
）
５
３
１
１

◇
そ
れ
以
外
の
問
い
合
せ

　

関
東
信
越
国
税
局
人
事
第
二
課
試
験
係

℡
０
４
８
（
６
０
０
）
３
１
１
１

（
内
線
２
０
４
７
）

　

放
送
大
学
は
、
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
授
業
を
行
う
通
信

制
の
大
学
で
す
。
働
き
な
が
ら
大
学
を
卒
業

し
た
い
、
学
び
を
楽
し
み
た
い
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
目
的
で
幅
広
い
世
代
の
方
が
学
ん
で
い

ま
す
。

《
出
願
期
間
》

◇
第
１
回

　

６
月
10
日
（
木
）
～
８
月
31
日
（
火
）

◇
第
２
回

　

９
月
１
日
（
水
）
～
９
月
14
日
（
火
）

【
問
】
放
送
大
学
長
野
学
習
セ
ン
タ
ー

℡
０
２
２
６
（
５
８
）
２
３
３
２

　

降
水
量
が
多
く
な
る
こ
れ
か
ら
の
季
節

は
、
土
砂
災
害
の
危
険
性
が
高
ま
り
ま
す
。

町
内
に
は
、
大
雨
や
長
雨
な
ど
に
よ
り
土
砂

災
害
が
発
生
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
危
険
な
場

所
が
数
多
く
あ
り
ま
す
。

　

土
砂
災
害
か
ら
身
を
守
る
た
め
、
お
住
い

の
地
区
の
災
害
リ
ス
ク
や
土
砂
災
害
の
予
兆

を
把
握
し
、
災
害
発
生
時
の
避
難
方
法
を
確

認
す
る
な
ど
、
日
ご
ろ
か
ら
十
分
に
備
え
ま

し
ょ
う
。

【
問
】建
設
水
道
課 

土
木
係℡（

６
２
）３
１
３
０

令
和
３
年
度
税
務
職
員
募
集

６
月
は
土
砂
災
害
防
止
月
間
で
す

放
送
大
学　

10
月
入
学
生
募
集

池田町空き家バンクに登録しませんか？

●登録された物件は、町ホームページや不動産ポータルサイト「ココスマ安曇野」
　に掲載し、広く紹介していきます。

【問い合せ先】企画政策課  移住定住促進係　℡ 62-3129

●売買・賃貸の契約締結後、改修・片づけ・解体の補助制度が利用できます。
空き家（空き家になる予定の物件）をお持ちで、売却や賃貸をお考えの方、
まずはお気軽に役場移住定住促進係までご相談ください。
これまで登録 76 件のうち、売買 47 件、賃貸７件　成立しています。（令和 3 年 5 月時点）

▲町 HP

▲ココスマ安曇野

池田町空き家バンク制度は、空き家の利活用を目的として、
連携している不動産業者が売却・賃貸を仲介する制度です。

▲
令
和
３
年
度　

啓
発
ポ
ス
タ
ー
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広
報
い
け
だ

℡
０
２
６
１（
6
2
）３
１
２
９　
　

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
２
６
１（
6
2
）９
４
０
４

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

http://w
w

w
.ikedam

achi.net
電
子
メ
ー
ル　

m
achi@

tow
n.ikeda.nagano.jp

発
行
・
編
集　

池
田
町　
　
　
　

   　
　

企
画
政
策
課　

町
づ
く
り
推
進
係

〒
３
９
９
‐
８
６
９
６　
　
　
　
　

        

長
野
県
北
安
曇
郡
池
田
町
大
字
池
田
３
２
０
３
‐
６

印
刷　

川
越
印
刷
株
式
会
社　

  

広告を掲載しませんか ?　掲載のお問い合わせは、広告代理店　有限会社アイティーシナノ　℡ 62-9111 へどうぞ。

広
報
い
け
だ

　
　
　
令
和
３
年
５
月
発
行

　
　
　
　

２
０
２
１
年
６
月
号
（N

o.656

）

《

有

料

広

告

欄

》

池田町メール配信サービスにご登録ください

◀登録はこちらから
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期　　日 医療機関名 電話番号

医
　
　
　
科

6 日（日）
池田・松川 はーぶの里診療所 62-0210

大町市内 伊東医院 22-0077

13 日（日）
池田・松川 あづみ病院 62-3166

大町市内 いしぞね内科・外科クリニック 23-2555

20 日（日）
池田・松川 平林メンタルクリニック 61-1577

大町市内 柿下クリニック 21-1230

27 日（日）
池田・松川 近藤医院 62-9187

大町市内 最上整形外科クリニック 23-3300

診
療
時
間

■医　科　　午前9時　～　午後5時  
■歯　科　　午前9時　～　正午（要事前連絡　受付時間午前9時～11時）

■薬　局　　午前9時　～　午後5時30分

期　　日 医療機関名 電話番号

歯 

　
　
科

6 日（日） にこにこデンタルクリニック 23-5612

13 日（日） あづみ病院歯科口腔外科 61-1168

20 日（日） 平林歯科医院 22-1149

27 日（日） きらり歯科医院 62-0005

期　　日 薬　局　名 電話番号

薬
　
　
　
局

6 日（日） スヤマ薬局あいそめ 62-0208

13 日（日）

キムラ薬局 62-5210

池田土屋薬局 61-5021

フロンティア薬局池田店 61-4121

日本調剤北アルプス薬局 85-2333

20 日（日） なつめ薬局 85-0536

27 日（日）
内川薬局板取 62-9912

ナシダ薬局 62-6370

■ 6月の主な行事
期　　日 行　事　名

5 日（土） 池田小　運動会

6 日（日） 粗大ごみ回収日・剪定枝チップ化

25 日（金） 会染小　音楽会

■ 6月の上水道休日緊急当番店
期　　日 店　　名 電話番号

  5 日（土） （有）東設備 090-3083-3770

  6 日（日） 小林設備 090-7213-7218

  12 日（土） 池田商会 090-1057-5000

  13 日（日） （有）みやび設備 090-1869-3352

  19 日（土） （有）三和テクノ 090-1613-9425

  20 日（日） （株）エムケーシステム 090-4464-8147

  26 日（土） （株）巧誠 0263-88-5311

  27 日（日） スザワ設備 85-0833

■ 6月の休日緊急当番医等（当番機関は変更になる場合があります。確認してから来院してください）

■人の動き
5月1日現在 （　）内は前月比
●人　口 9,621人　（▲2）
　　　男 4,669人　（▲2）　女 4,952人　（±0）
●世帯数 4,057世帯（＋17）

■ 6月の納税等
個人住民税　　　　　　　　　【納期限　6月30日】
※口座振替日は 6 月 28 日（月）です。前日までに残高の確認をお願いします。


